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れいめい衛星CRMによるプラズマパラメータの推定手法の開発

Developement of Plasma Parameter Estimation using CRM on Reimei Satellite
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科学観測衛星れいめいは、2005年の打ち上げ依頼順調に運用されており、オーロラ微細構造の観測を続けている。CRM
はれいめい衛星に搭載された 3対のラングミュアプローブで構成され、飛翔体近傍のプラズマパラメータの計測を行っ
ている。CRMの観測目的は、高い空間分解能でプラズマ密度および温度を計測することであり、飛翔体自身の電位変動
やオーロラ振込み粒子の影響を考慮したデータ解析が必須となる。そのため、NuSPACEを用いたシミュレーションによ
るモデル計算と比較を行い、観測データの検証を行った。

NuSPACEは、宇宙環境シミュレータプロジェクトの一環としてプラズマ粒子シミュレーションを大規模スーパーコン
ピュータ上で実行することができるソフトウェアパッケージとして開発された。この NuSPACEによって飛翔体環境をモ
デル化し、れいめい衛星に搭載したラングミュアプローブによって得られた観測データとの比較を行った。

本講演では、れいめい衛星の打ち上げから現在まで蓄積されているCRMデータについてまとめ、観測データの評価を
行うとともに、飛翔体環境評価の観点から衛星電位の影響、オーロラ振込み粒子との関係について観測データを再評価
を行った結果について報告する。


